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　２月７日（金）に、３年生が味噌作り体験を行いました。今年もこうざき自然塾の皆さんに教え

ていただきながら、発芽玄米麹と塩、それと１１月に収穫した大豆を原料にして一から手作りしま

した。味噌は、発酵産業が盛んな神崎町の特産品でもあります。どのようにして味噌を作るのかを

実際に体験することにより、発酵の不思議さや魅力をより一層感じられたことと思います。味噌作

り体験を通して、地域の方々と交流を深め、神崎町の発酵文化を大切にし、故郷を愛する心が育つ

 ことを願っています。

　発芽玄米麹で作った味噌は、１年ほど寝かせるとおいしくなるそうです。こうざき自然塾の皆さ

 ん、子どもたちに味噌の作り方を教えていただき、ありがとうございました。

 

 

　学校評価アンケートのご協力ありがとうございました。全体的には満足度（「そう思う」「だいた

いそう思う」の合計）の高い項目が多く、職員にとって大変励みになりました。また、自由記述欄

には、「日ごろ、担任の先生をはじめ、学年の枠にしばられることなく見守っていただき、ご相談に

のっていただけることに感謝しております。」「ホームページが頻繁に更新され、子どもたちの様子

が見えるので、楽しみにしています。」等の温かいお言葉がたくさんあり、大変うれしく思います。

一方で、満足度の低い項目や改善点についてのご提案等もありましたので、次年度の教育活動に反

映させてまいりたいと思います。お忙しい中ご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

　本校では、自分と向き合い、集中力や粘り強さ

を育むために、黙働清掃を行っています。黙働清

掃のルールが徹底していない状況が見られたた

め、１月末に全校集会を開いてルールを再確認し

たところ、子どもたちの意識に大きな変化が見ら

れました。自分たちの行動を省み、すぐに実行で

きる神崎っ子は、本当にすばらしいです。「さす

が神崎っ子。やればできる。」と、とてもうれし

くなりました。

 

 

　１月１７日（金）に、４年生が、伊能忠敬記

念館と水郷佐原山車会館へ校外学習に行ってき

ました。伊能忠敬記念館では、子どもたちは、

様々な資料や測量に使った道具を見学し、改め

て伊能忠敬先生の偉業に驚きと感動を覚えたよ

うでした。山車会館では、萩原館長さんのお話

を伺った後、佐原の大祭の様子を映像で見たり、

山車を見学したりしました。子どもたちは、本

物の山車の迫力に圧倒されている様子でした。


